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平成２９年度東洋学研究情報センター機関推進プロジェクト実施報告書（項目１～６） 

 

１．プロジェクト名 

対中認識形成メカニズムの比較研究 

 

２．申請研究者 

園田茂人（東洋文化研究所新世代アジア研究部門・教授） 

  共同研究者 

王振寰（国立政治大学・副学長） 

陳志柔（中央研究院社会学研究所・副所長） 

Robert Ting-Yiu Chung（香港大学 Public Opinion Programme・主任） 

Kim Jiyoon（Center for Public Opinion and Quantitative Research, The Asan Institute 

for Policy Studies・Research Fellow） 

宮浦洋介（言論 NPO編集部・部長） 

川島真（東京大学大学院総合文化研究科・教授） 

高原明生（東京大学公共政策学連携研究部・教授） 

 

３．研究期間 平成 29年 4月 1日から平成 31年 3月 31日（2年間） 

 

４．プロジェクトの趣旨、全体計画（400字程度） 

 本センターの共同利用・共同研究拠点公募プロジェクト「政治的リスクと人の移動：中国

大国化をめぐる国際共同研究」（2013-14年度）は、『チャイナ・リスクといかに向き合うか』

（園田茂人・蕭新煌編、東京大学出版会、2016 年）といった研究成果を生み出した。とこ

ろが同書は中国に進出したビジネスマンを対象に比較を行ったもので、それ以外の社会集

団は対象としていない。他方で、ここ最近、アジア地域では対中認識をテーマにした全国規

模での世論調査が継続的になされるようになってきており、とりわけ民間財団の貢献が大

きい。  

このプロジェクトでは、従来、対中認識をテーマに時系列的データを蓄積してきた機関を

代表する研究者を糾合し、それぞれの地域で得られた知見をもとに、対中認識を規定する要

因を地域横断的かつ時系列的に眺めてみることで、どのように対中認識が形成されている

かについての、深い知見を得ることを目的にしている。 

 

５．今年度の研究実施状況（400字程度） 

 本プロジェクト以外の予算も利用し、今年度は４度、比較的大きな国際集会を実施した。 



 １つ目はアジア政経学会2017年度年次大会（2017年6月25日）で実施した”Development 

of Data Archive and Its Impact on Asian Studies”と題した集会で、中韓比で大規模調査ア

ーカイブを作っている研究者を糾合し、各国でどのような困難を抱えつつアーカイブが作

られているかを確認した。2つ目は科研費プロジェクトでの 2度の研究集会で、日韓台比越

新印が中国とどのような二国間関係を作っているかを、安全保障や経済の側面から深掘り

し、そこにどのような対中イメージが存在しているかについての検討を行った。最後に本プ

ロジェクト予算を利用して実施したセミナー"Dynamics of Image Creation on China in 

Comparative Perspectives"（2017年 10月 25日）で、日本の言論 NPO、韓国のアサン政

策研究院、台湾の中央研究院社会学研究所、香港の香港大学の専門家を糾合し、そこで実施

されてきた発見・知見を集め、これをどう解釈するかについての集中的な報告・議論を行っ

た。 

 

６．今年度の研究成果の概要（400字程度） 

 1つ目の集会の成果については、すでにアジア政経学会における公式HPに、日本語、英

語、中国語で発信されている。 

（http://www.jaas.or.jp/pages/convention/kashiyama/） 

 2 つ目の科研費での集会については、平成 30 年度も複数の集会を計画しており、これら

を終えた時点で論文執筆が進められることになる。そして 3 つ目については、本研究所の

HPによる報告以外ないが、そこでの議論は一部、アジア政経学会の学会誌に投稿予定の論

文で紹介される予定となっている。同時に進めようとしていた各国データの同時公開につ

いては、交渉が難航して現時点でもうまくいっていない。 

（http://ricas.ioc.u-tokyo.ac.jp/news/news.php?id=SatOct280822212017） 

 来年度は学生を対象にした国際比較を念頭に置いた量的・質的調査を実施する予定だが、

その際の作業仮説を作るために行ってきた本の編集作業が終わり、『チャイナ・インパクト：

近隣からみた「台頭」と「脅威」』（デビッド・S・G・グッドマンとの共編著、東京大学出

版会）が刊行の運びとなった。これが今年度最大の成果といえる。 

（http://www.utp.or.jp/book/b335437.html） 
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